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	DUSP1遺伝子の発現は、ヒト皮膚線維芽細胞において、酸化ストレス／熱ストレスおよび成長因子によって誘導されます。この遺伝子は、非受容体型タンパク質チロシンホスファターゼファミリーのメンバーと構造的特徴が類似したタンパク質を特異的に発現し、ワクシニアウイルス後期遺伝子H1によってコードされるTyr/Serタンパク質ホスファターゼと顕著なアミノ酸配列相同性を有します。この二重特異性ホスファターゼは、MAPキナーゼMAPK1/ERK2の「Thr-183」と「Tyr-185」の両方を脱リン酸化することで、減数分裂期の細胞周期におけるその活性を制御します。
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
	画像データ
	

	(1) HeLa細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物、(3) PC-12細胞溶解物におけるDUSP1発現のウエスタンブロット解析。

